
























後の展望」（315 ～ 331頁），「20　人権擁護と刑事政策の役割」（332 ～ 352頁），
国内のみならず国際的視点から我が国の刑事政策について論じた「14　刑事




（36 ～ 48頁），「4　最近の非行動向とその対策をめぐる問題」（49 ～ 72頁），
「5　犯罪被害者の人権保護」（73 ～ 88頁），「6　覚せい剤事犯の予防と対策」




化の現代的意義」（108 ～ 119頁），「8　刑事政策における公衆参加」（120 ～
150頁），「9　受刑者の社会復帰とその障害の克服」（151 ～ 157頁），「11　受
刑者の法的地位と人権」（183 ～ 203頁），「12　犯罪者の社会復帰と資格制限」

































































































る意見を述べたりすることができるようになっている（同法第 7 ～ 10条）。
かねてから著者は，行刑における市民参加の一形態として，行刑の管理運営
に市民が参加することの重要性についても論じてきたが，上記「刑事施設視
察委員会」の設置などもまた，こうした著者の主張と軌を一にするものであ
るといえよう。
このように，本書第 1部に所収されている各論考は，確かに執筆当時のま
まかもしれないが，それは決して時代遅れのものではなく，むしろ現在の刑
事政策における各種取り組みを先取りした，著者の先見の明を感じ取ること
のできるものであるとともに，かつての「監獄法」が現在の「刑事収容施設及
び被収容者等の処遇に関する法律」へと移り変わっていく際における刑事政
策の趨勢に関する知見を提供してくれるという点で，本書に刑事政策の研究
資料としての大きな意義を与えてくれているともいえよう。
5.　最後になるが，本書の著者である森本益之博士についても少し触れてお
きたいと思う。これまで述べてきたように，著者は，刑事法学者とりわけ刑
事政策の研究者として数多くの業績を残してこられた。同時に，著者は，法
務省矯正研修所で長年にわたり講師を勤めたり，矯正関係の各種会議で講演
をなされたりしてきたほか，在籍された各大学で要職を担ったり，あるいは
大学退任後は弁護士としてお勤めになられるなど，多方面においてご活躍な
されてきた。その一端については，本書第 2部に所収されている論評や講演
録などを参照されたい。著者は，本書の「まえがき」，「あとがき」にも記さ
れているように，現在，闘病中の御身であられるという。今回，本書を上梓
なされたのもそうした事情を考慮してのことであるとされるが，願わくは御
快癒に向かわれ，今後も各方面においてご活躍なされることを心よりご期待
申し上げる次第である。
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